
正誤表

浜口智尋: 物性・光学のための電磁気学－基礎から量子化まで－

ページ 式、行、図面 誤表示 正しい表示

12 式 (1.35) ∇×A = rot×A ∇×A = rotA

13 例題 1.5 つぎの関係の証明 つぎの関係を証明

14 式 (1.39) 2行目 = i
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14 式 (1.39) 3行目 +j
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14 式 (1.39) 4行目 +k
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21 式 (2.15) = 4πr2 = 4π = 4π (= 4πr2 は削除)

33 式 (3.7)の下 2行目 µrµ0 と置き µrµ0 で置きかえ

37 式 (3.22)の下 1行目 面 dS 面 S

47 下から 2行目 [Wb] = [T ·m] [Wb] = [T ·m2]

69 式 (4.85)の上 1行目 (4.2節参照) (例題 1.4を参照)

85 式 (5.14)の下 1行目 積分の経路にはよらない。 積分の経路にはよらない。(章末問題 (2.4)

の (3)を参考)

102 下から 2行目と 1行

目

電磁波 (光子、フォトン）が粒

子（量子）

電磁波は 光子（フォトン）とよばれる粒子

（量子）

115 式 (6.90)に追加 Z =
E0

H0
=

√
µ

ϵ
の後に , µ = µrµ0, ϵ = κϵ0 を追加



ページ 式、行、図面 誤表示 正しい表示

159 脚注 延べられている · · · · · · 述べられているので参考文献などを参照し

ていただきたい。

177 式 (8.113) c2

V ⟨nλ|a†λaλ + a†λ|nλ⟩h̄k c2

V ⟨nλ|aλa†λ + a†λaλ|nλ⟩h̄k

179 図 8.5の説明 4行目 級の体積 球の体積

180 式 (8.130) n =

∑
n n exp(−nEn/kBT )∑
n exp(−nEn/kBT )

n =

∑
n n exp(−En/kBT )∑
n exp(−En/kBT )

180 脚注最後の式 =
x

1− x
=

x

(1− x)2

194 引用・参考文献 12) 量子力学 (II) 量子力学 (I), (II)

195 章末問題解答 (1.2) PNQ は相似形 OPQ は相似形

196 (1.5)の (2) 式 = 0 + 5 + 3× 4 = 22 = 0 + 5× 2 + 3× 4 = 22

198 章末問題解答 (1.7)

の (3)

静電ポテンシャル ϕ 静電ポテンシャル V

198 章末問題解答 (1.7)

の (3)の式

E = −∇ϕ E = −∇V

199 章末問題解答 (1.8)

の (1) 最後の式

|T ′| = |r × F ′| = rF ′ sin θ |T ′| = |r × F ′| = rF ′ sin(π/2 − θ) =

rF ′ cos θ

199 章末問題解答 (1.8)

の (1) 最後の式の下

2行目

外 力 が 平 行 な 場 合,

. . . sin θ = 0

外力が平行な場合 (θ = π/2), . . . sin(π/2−
θ) = 0

223 章末問題解答 (5.10)

の (3)の式

I = −V0
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